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なかとんべつ町議会だより１５０号 2

第１回 
定例会 
第１回 
定例会 

「豊かな環境づくり寄附条例」で基金設置 
　国民健康保険税率７年ぶりに見直し 

水
道
水
源
の
保
護
、
行
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、 

行
政
評
価
制
度
な
ど
６
議
員
が
一
般
質
問 

　平成１８年第１回定例会が、３月３日から１５日まで１３日間
の会期で開かれました。 
　「サタデー（土曜）議会」となった１１日は、野邑町長の町政
執行方針表明を受け、６名の議員が一般質問を行いました｡ 
　また、休会中の１３日から１４日にかけて、平成１８年度各会
計予算を審議する「予算審査特別委員会」が開かれ、一般質問と
同様にその模様がテレビ中継されました｡ 
　予算審議が順調に進んだため、１４日の特別委員会終了後に本
会議を再開し全日程を終了。会期を１日残して閉会しました。 
　この定例会では、町内外からの寄附で基金を設置する「豊かな
環境づくり寄附条例」のほか、課税税率を７年振りに見直した
「国民健康保険税条例」の一部改正など、住民生活に関わりの深
い議案も審議されました｡ 
　新年度各会計予算は、すべて原案どおり可決されましたが、歳
入に見合った歳出の実現や町のバランスシート(貸借対照表)の公
表など、特別委員会で二つの審査意見が付されました。 
　野邑町長は、３月１１日の行政報告で、中頓別町国保病院に札
幌医大から外科医師の派遣が決まったことを報告。 
　国保病院は、４月から常勤の医師が二人となり、医療体制の厚
みが増すことになりました。 
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 第１回定例会で 
　　　決まりました 
第１回定例会で 
　　　決まりました 

 
原案可決された 
その他の議案 

●中頓別町介護保険条例 

　（一部改正） 

●中頓別町生活安全条例 

　（制定） 

●中頓別町国民保護協議 

　会条例（制定） 

●中頓別町国民保護対策 

　本部及び緊急対処事態 

　対策本部条例（制定） 

●中頓別町多目的集会施 

　設の設置及び管理等に 

　関する条例（一部改正） 

●重度心身障害者及びひ 

　とり親家庭等の医療費 

　の助成に関する条例 

　（一部改正） 

●中頓別町過疎地域自立 

　促進市町村計画の変更 

●辺地に係る公共的施設 

　の総合整備計画の変更 

●中頓別町道路線の変更 

●平成１７年度各会計補 

　正予算 

●平成１８年度各会計予 

　算（一般会計ほか８会 

　計） 

特別職の職員の給与等に関する条例（一部改正） 
　町長の給料月額を７３万円から７０万円に引き下げました。 
職員の特殊勤務手当に関する条例（一部改正） 
　国保病院の医師２名体制実現のため、医務手当を月額５０万円から６０ 
万円に引き上げました。 
職員給与条例（一部改正） 
　昭和３２年以来５０年振りに人事院が国家公務員の給与構造の改革を勧 
告したことに伴い、地方の民間賃金を反映させた給与水準を導入。本町職 
員給与を平均４．８％、年功により上昇していた中高齢層職員給与を７％ 
引下げたほか、職務・職責に基づく俸給区分が強化されました。 
中頓別町豊かな環境づくり寄附条例（制定） 
　町内外から募った寄附を基金に積み立て、豊かな環境づくり施策の財源 
とするための条例です。 
中頓別町国民健康保険税条例（一部改正） 
　国保税率が平成１８年度課税分から、所得割８．５％→８．４％、資産 
割５０．０％→４８．０％、平均（世帯）割２５，０００円→２９，０００円、 
均等割１９，０００円→２３，０００円になります。 
　低所得者に対する軽減割合が、現行の６割、４割から、７・５・２割の 
三段階に拡大されました。その一方、軽減対象とならない世帯では、平均 
約４千円の税額アップになります。 
指定管理者の指定について 
　サービスの向上や委託経費の削減などを目的とした「指定管理者制度」 
を採用し、下記の施設は、平成１８年度から第三セクターや民間団体など 
に管理させることが決まりました｡ 
●寿スキー場、ふれあいスポーツ広場、テニスコート、パークゴルフ場、 
　ゴルフ練習場、青少年宿泊研修センター、寿公園施設→（有）中頓別振興公社 
●鍾乳洞自然ふれあい公園→（有）中頓別振興公社 
●山村交流施設（敏音知道の駅関連施設）→  中頓別町観光協会 
●ピンネシリ温泉→  中頓別観光開発（株） 
●農業体験交流施設（「もうもう」、「オガル」）→  中頓別町食菜加工研究会 

請
願
と
意
見
書 

　
平
成
　
年
度
酪
農
畜
産
政
策 

　
・
価
格
対
策
の
確
立
に
関
す 

　
る
請
願
（
請
願
第
１
号
） 

　
中
頓
別
町
農
業
協
働
組
合
（
杉

木
誠
吉
代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら

提
出
さ
れ
た
請
願
で
す
。

　
国
際
的
な
農
業
交
渉
が
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
下
で
、
生
乳
需
要

の
改
善
や
酪
農
経
営
の
安
定
化
対

策
の
実
現
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に

意
見
書
提
出
を
求
め
る
内
容
で
す
。

　
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
紹
介
議
員
・
柳
澤
雅
宏
、
藤
田

首
健
、
３
月
３
日
採
択
）

　
酪
農
・
畜
産
政
策
・
価
格
対 

　
策
に
関
す
る
意
見
書 

　
「
平
成
　
年
度
酪
農
畜
産
政
策
・

価
格
対
策
の
確
立
に
関
す
る
請
願
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
提
出

さ
れ
る
同
内
容
の
意
見
書
で
す
。

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
提
出
者
・
柳
澤
雅
宏
・
賛
成
者
・

藤
田
首
健
、
３
月
　
日
議
決
）

■
意
見
書
の
提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産
大

　
臣
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い 

私
た
ち
の
一
般
質
問 
第
１
回
定
例
会
で
は
、
町
政
執
行
方
針
や
新
年
度
予
算
案
、

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
に
対
す
る
取
り
組
み
経
過
な
ど
に
つ

い
て
、
６
名
の
議
員
が
、
町
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

水源国有林取得と水道水源保護条例で 
　環境と生命を守る町に 

問
本
町
は
、
「
一
流
の
、
中
頓
別
（
い
な
か
）

づ
く
り
」
を
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
と
し
、
水
環

境
重
視
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
本
町
の
水
道
は
、
平
賀
内
川
上
流
の
国
有
林

が
た
だ
一
箇
所
の
水
源
で
あ
り
、
全
町
民
の
生

命
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
数
年
前
、
こ
の
国
有
林
が
伐
採
さ
れ
か
か

り
、
町
関
係
者
の
強
い
要
請
で
中
止
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
平
成
　
年
第
４
回
定
例
会
で
水
源
一

帯
の
国
有
林
を
早
急
に
取
得
し
、
将
来
の
水
資

源
を
確
保
す
べ
き
と
質
問
し
、
町
長
は
、
「
国

有
林
取
得
が
最
善
の
方
法
と
考
え
検
討
す
る
」

と
答
え
ま
し
た
が
、
折
衝
経
過
・
検
討
状
況
を

伺
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
伐
採
な
ど
か
ら
水
源
を
守
る
た
め
、

全
国
２
０
０
あ
ま
り
の
自
治
体
で
、
「
水
道
水

源
保
護
条
例
」
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
本
町
も

早
急
に
同
条
例
を
制
定
し
、
水
源
を
守
る
対
策

を
と
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

13

答 

町
民
の
命
の
源
で
あ
る
水
道

水
を
将
来
に
わ
た
り
確
実
に
確

保
す
る
こ
と
は
、
町
の
使
命
・

責
任
で
す
。

　
現
在
の
水
源
は
国
有
林
に
依

存
し
て
お
り
、
で
き
れ
ば
取
得

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
に
森
林
管
理
署
な

ど
と
協
議
し
た
結
果
、
公
共
用

地
と
し
て
取
得
す
る
場
合
、
対

象
面
積
３
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

売
買
価
格
は
、
土
地
代
、
立
木

代
、
立
木
の
調
査
費
、
用
地
確

定
測
量
代
を
含
め
２
億
７
千
６

百
万
円
と
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
８
７

６
円
と
高
額
な
た
め
、
購
入
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
取
得
す
る
場
合

は
、
将
来
の
不
安
解
消
の
た

め
、
お
よ
そ
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
国
有
林
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
取
得
す
る

方
向
で
調
査
し
、
宗
谷
森
林
管

理
署
な
ど
と
協
議
し
ま
す
。

　
「
水
道
水
源
保
護
条
例
」
の

制
定
も
検
討
し
ま
す
。

14

問 

町
政
執
行
方
針
で
は
、
「
中
頓
別
町 

豊
か
な
環
境
づ
く
り
寄
附
条
例
」
を
制 

定
し
、
自
然
環
境
の
保
全
を
め
ざ
す
と 

表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
寄
附
金
の
使
い
道
の
一
つ
と
し
て
、 

町
有
林
面
積
拡
大
や
巨
樹
・
巨
木
の
保 

護
に
充
て
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
寄
付
金
を
こ
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習 

に
役
立
て
る
よ
う
、
条
例
の
趣
旨
を
周 

知
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
ま
た
、
分
収
育
林
制
度
の
よ
う
に
、 

町
内
外
か
ら
出
資
者
（
契
約
者
）
を
募 

り
、
町
有
林
を
取
得(

拡
大)

・
育
林
し 

て
、
将
来
木
材
売
却
益
を
還
元
で
き
る 

仕
組
を
導
入
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

答 

寄
付
金
の
目
的
は
、
自
然
環
境
の
保

全
で
あ
り
、
町
有
林
の
取
得
や
巨
樹
・

巨
木
の
保
護
も
一
つ
の
使
い
道
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
条
例
の
使
途
は
、
住
民
へ
の
環
境
教

育
・
啓
発
も
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
ど
も

た
ち
の
環
境
学
習
に
も
使
え
る
と
思
い

ま
す
。
し
っ
か
り
住
民
周
知
を
行
い
、

寄
附
を
募
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
分
収
育
林
制
度
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
の
知
恵

を
お
借
り
し
て
調
査
検
討
し
ま
す
。

水道水源保護条例 
　水道水源の安全性を担保する国の法律がないことから、地方自治体が水道法第２条を根拠

にして、水源地域内の事業を規制するために定める条例です。

　ゴルフ場開発や産廃処分場、伐採などから水源を守るため、全国各地の市町村で制定され

るようになりました。

中
頓
別
浄
水
場 
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地方交付税削減で財政健全化の行方は？ 
　どう進める職員の意識改革！ 

問 

年
々
削
減
さ
れ
る
地
方
交
付

税
、
自
主
財
源
（
税
収
等
）
の

増
収
見
通
し
が
立
た
な
い
逼
迫

（
ひ
っ
ぱ
く
）
し
た
財
政
状
況

の
中
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
行

政
運
営
に
取
り
組
む
の
か
伺
い

ま
す
。 

答 

平
成
　
年
度
予
算
は
、
前
年

度
同
様
に
基
金
を
取
り
崩
し
て
、

財
源
不
足
を
補
い
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
基
本
的
に
は
、
こ
う
し
た
状

況
か
ら
抜
け
出
し
、
単
年
度
収

支
を
実
質
的
に
均
衡
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
課
題
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
人
件
費
の

削
減
・
抑
制
、
「
公
債
費
負
担

適
正
化
計
画
」
に
基
づ
く
公
債

費
の
抑
制
、
各
特
別
会
計
の
健

全
化
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
な
が

ら
、
財
政
の
許
す
範
囲
内
で
主

に
地
域
医
療
、
住
民
福
祉
の
充

実
や
自
然
環
境
の
維
持
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

18

問 

中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
策

定
委
員
会
の
中
間
報
告
に
対
し
、

町
民
か
ら
町
職
員
の
意
識
改
革

を
望
む
声
が
強
く
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
職
員
を
ど
の

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。 

　
超
過
勤
務
（
時
間
外
勤
務
）

削
減
対
策
と
し
て
、
休
日
の
振

り
替
え
な
ど
を
実
施
で
き
ま
せ

ん
か
。 

答 

ほ
と
ん
ど
の
町
職
員
は
、
町
づ

く
り
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
民
の
方
々
か
ら

は
、
今
以
上
の
資
質
の
向
上
を
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
早
急
に
「
人
材
育
成
基
本
方

針
」
を
策
定
し
、
職
員
の
意
識
改

革
を
含
め
指
導
に
あ
た
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
職
員
に
は
、
町
民
が
い
る
か
ら

町
職
員
が
い
る
の
で
あ
っ
て
、
誰

か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
の

か
、
考
え
て
仕
事
を
す
る
よ
う
伝

え
て
い
ま
す
。

　
時
間
外
を
減
ら
す
た
め
、
休
日

の
振
り
替
え
、
休
日
の
代
休
措
置

な
ど
を
す
で
に
行
っ
て
い
ま
す
。

天北厚生園法人化で職員はどこへ？ 

問 

平
成
　
年
度
４
月
か
ら
の
天

北
厚
生
園
法
人
化
に
む
け
て
、

現
在
、
南
宗
谷
福
祉
会
（
長
寿

園
）
と
協
議
中
と
思
い
ま
す
。 

　
法
人
化
に
む
け
て
、
全
職
員

を
対
象
に
希
望
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
は
ど

う
な
り
ま
し
た
か
。 

　
も
し
、
移
行
を
希
望
す
る
職

員
が
少
な
い
場
合
、
逆
に
多
い

場
合
、
法
人
化
移
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
変
動
は
生
じ
ま
す
か
。 

　
移
行
希
望
職
員
が
少
な
く
、

町
に
残
っ
た
場
合
は
、
各
課
で

定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
「
過

員
」
の
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
ど
の
よ

う
に
対
応
し
ま
す
か
。 

　
町
で
は
、
「
（
行
革
）
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
や
「
定
員
管
理

計
画
」
を
立
案
中
で
す
が
、
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

答 

天
北
厚
生
園
の
法
人
化
で
は
、
こ
れ

ま
で
全
職
員
を
対
象
に
２
回
の
説
明
会

を
実
施
し
、
２
月
　
日
付
で
１
回
目
の

希
望
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
法
人
職
員
へ
の
移
行

を
「
希
望
す
る
」
、
「
希
望
し
な
い
」
、

「
検
討
中
」
の
３
項
目
で
、
調
査
対
象

職
員
１
０
４
名
中
、
１
０
２
名
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
、
公
表
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
最
終
希
望
調
査
を
５
月
末
ま
で
に
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
現
段
階
で

法
人
化
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
動
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
終
希
望
調
査
を
通
じ
一
人
で
も
多

く
の
職
員
、
現
状
の
天
北
厚
生
園
の
職

員
す
べ
て
が
移
行
し
て
も
ら
え
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

　
現
在
の
調
査
結
果
か
ら
判
断
す
る
と

（
移
行
希
望
者
が
少
な
く
、
）
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。

　
今
後
は
、
移
行
職
員
へ
の
特
別
措
置
、

町
の
財
政
状
況
を
説
明
す
る
な
ど
、
最

大
限
の
努
力
を
し
ま
す
が
、
５
月
末
の

調
査
結
果
が
最
悪
の
場
合
、
最
終
的
な

判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
定
員
管
理
計
画
や
中
長
期
行
財
政
運

営
計
画
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
続
け
ま
す
。

19

法人移行希望調査結果が今後を左右 

14
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答 

　 

報
道
で
は
、
郵
政
公
社
が
進
め

る
郵
便
物
の
集
配
拠
点
の
再
編
計
画

で
は
、
道
内
郵
便
局
の
う
ち
、
郡
部
を

中
心
に
１
４
１
局
が
窓
口
業
務
の
み
の

無
集
配
局
に
な
る
と
さ
れ
、
本
町
で
は

小
頓
別
郵
便
局
が
候
補
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
集
配
業
務
を
集
約
す
る
最
大
の
目
的

は
、
郵
便
事
業
の
効
率
化
で
す
が
、
再

編
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
人
口
減
に

繋
が
る
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
時
点
で
は
再
編
計
画
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、
当
面
の
対

応
と
し
て
地
元
へ
の
計
画
内
容
の
早
期

説
明
を
関
係
機
関
に
要
請
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
集
配
業
務
の
廃
止
が
そ
の
ま
ま
局
の

廃
止
に
つ
な
が
る
と
は
認
識
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
郵
政
公
社
か
ら
の
再
編
計
画

の
説
明
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の
自
治
会

と
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
民
党
大
勝
で
地
方
の
郵
便
局
の
存

立
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
し

た
が
、
次
の
宗
谷
町
村
会
の
臨
時
総
会

で
相
談
し
な
が
ら
、
北
海
道
町
村
会
へ

の
申
入
れ
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。 

答  

　
介
護
保
険
制
度
や
各
種
サ
ー
ビ

ス
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
全
戸
チ
ラ

シ
に
よ
る
啓
発
や
出
前
講
座
な
ど
の
ほ

か
、
保
健
予
防
担
当
者
が
、
健
康
相
談
・

家
庭
訪
問
な
ど
の
際
に
説
明
し
て
い
ま

す
。
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
長
寿
園

で
も
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
す

る
ほ
か
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

に
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
す
る
説
明
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
が
減
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
原
因
を
分
析
し
ま
す
。

　
４
月
に
保
険
料
の
改
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
段
階
区
分
が
変
わ
る
点
な
ど
を

含
め
、
チ
ラ
シ
は
、
既
成
品
を
使
わ
ず
、

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
編
集
し
て

周
知
し
ま
す
。

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
３
年
間

保
険
料
を
上
げ
な
い
た
め
の
財
源
で
あ

り
安
易
な
取
り
崩
し
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

減
免
で
利
用
が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

検
討
す
る
余
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
少
額
年
金
受
給
者
に
と
っ
て
は
、

利
用
料
の
一
割
負
担
は
大
き
な
負
担
で

す
が
、
介
護
保
険
で
は
、
利
用
者
負
担

額
が
一
定
の
限
額
を
超
え
た
場
合
、
本

人
の
申
請
に
よ
り
超
え
た
分
を
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
地

域
支
援
事
業
の
保
健
師
が
行
う
事
業
に

つ
い
て
は
、
利
用
料
を
無
料
と
し
利
用

者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

18

問 

郵
政
公
社
が
進
め
て
い
る
郵
便

局
の
再
編
計
画
案
で
は
、
道
内
１
　

５
０
０
の
郵
便
局
の
う
ち
集
配
局

は
、
４
４
６
局
か
ら
２
１
４
局
へ

半
減
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。 

　
小
頓
別
郵
便
局
も
そ
の
対
象
に

な
っ
て
お
り
、
局
そ
の
も
の
の
統

廃
合
へ
と
進
む
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
を
伺
い
ま

す
。 

　
再
編
案
で
は
、
地
方
ほ
ど
削
減

幅
が
大
き
く
、
道
内
に
は
現
状
の

　
・
８
％
の
局
し
か
残
ら
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
認
識

し
て
い
ま
す
か
。 

　
議
会
も
「
郵
政
民
営
化
に
反
対

す
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可

決
し
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
、

再
編
案
に
反
対
の
意
志
を
表
明
し
、

何
ら
か
の
行
動
に
訴
え
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
す
か
。 

　
例
え
ば
、
町
村
会
の
場
で
廃
止

反
対
を
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
か
。 

12

,

郵
便
局
廃
止
に
歯
止
め
を
！ 

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
低
迷
の
原
因
は
？ 

廃
止
が
心
配
さ
れ
る
小
頓
別 

郵
便
局 

問 

介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
に
か

け
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
が
、
１
０
０
人
近
く
も
減

っ
て
い
ま
す
。 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
４
５

４
名
か
ら
２
３
９
名
と
２
０
０
人
以

上
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
次
の
点
を

伺
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
及
び
そ
の
利
用
の

　
仕
方
に
つ
い
て
、
周
知
方
法
を
ど

　
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
ま
し
た
か
。 

　
　
要
介
護
認
定
者
数
が
、
あ
ま
り

　
変
わ
ら
な
い
の
に
、
利
用
者
が
減

　
る
原
因
は
な
ん
で
す
か
。 

　
　
４
月
か
ら
の
制
度
改
正
を
周
知

　
す
る
チ
ラ
シ
は
地
域
の
実
態
を
反

　
映
さ
せ
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
で

　
き
ま
せ
ん
か
。 

　
　
利
用
料
の
減
免
基
準
の
有
無
と

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
減
免
の

　
財
源
に
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

　
こ
の
数
年
、
様
々
な
面
で
高
齢
者

　
の
負
担
が
増
え
て
お
り
、
サ
ー
ビ

　
ス
利
用
料
の
１
割
負
担
が
年
金
の

　
少
な
い
人
に
と
っ
て
重
荷
に
な
っ

　
て
い
ま
せ
ん
か
。 

15

16
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こども館条例の早期一元化を！ 
　住民説明が必要「集中改革プラン」 
　　新型インフルエンザへの備えは？ 

問 

（
行
革
）
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、

総
務
省
通
知
に
よ
り
、
平
成
　
年
度

中
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
（
３
月
２
日
）
も
公

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
と
の
整

合
性
は
、
あ
る
程
度
理
解
で
き
ま
す

が
、
町
民
に
対
し
内
容
を
説
明
す
る

時
間
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
浜
頓

別
町
で
は
、
昨
年
　
月
に
公
表
さ

れ
、
議
会
で
も
活
発
に
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。 

　
公
表
を
遅
ら
せ
る
の
は
、
町
民
と

議
会
軽
視
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
協

働
の
町
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
町
民
に
対
し
、
い
つ
公
表
し
、
説

明
し
ま
す
か
。
町
政
執
行
方
針
と
の

比
較
や
来
年
の
町
長
選
挙
の
判
断
材

料
と
し
て
重
要
な
た
め
見
解
を
伺
い

ま
す
。 

答 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
公
表
は
、

同
プ
ラ
ン
の
基
礎
と
な
る
中
長
期

行
財
政
運
営
計
画
の
策
定
が
予
定

よ
り
遅
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
に

よ
る
も
の
で
、
年
度
内
の
公
表
に

向
け
引
続
き
作
業
を
進
め
ま
す
。

　
浜
頓
別
町
と
の
違
い
は
、
本
町

の
場
合
は
、
計
画
策
定
を
住
民
参

加
の
も
と
で
進
め
て
い
る
点
に
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
く
公
表
し
、
絵
に

描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
町
民

に
説
明
し
協
力
を
得
た
い
と
思
い

ま
す
。

問 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ア
ジ

ア
か
ら
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
へ
と

不
気
味
な
広
が
り
を
見
せ
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
変
異

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、

わ
が
国
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
国
民
の

４
分
の
１
（
３
　
２
０
０
万
人
）

が
感
染
し
、
死
者
は
　
万
人
に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
近
は
、
海
外
へ
の
渡
航
者

数
も
多
く
、
い
つ
ど
こ
か
ら
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
道
で
は
、
昨
年
　
月
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
備
え

行
動
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。 

 

危
機
管
理
に
対
応
す
る
た
め
、

本
町
独
自
の
行
動
計
画
を
持
つ

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
患
者
発
生
時
の
医
療
機
関
で

の
受
け
入
れ
体
制
な
ど
、
本
町

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

答 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
町
へ

の
国
、
道
か
ら
の
具
体
的
な
指
導
は
現
在

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
同
一
の
予
防
法
で
効
果
が

期
待
で
き
る
た
め
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
、
病
院
か
ら
全
町
民
に
周
知
し
、
保
健

福
祉
課
か
ら
は
　
歳
以
上
の
老
人
に
つ
い

て
個
別
に
予
防
接
種
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
道
で
は
「
北
海
道
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
死

ん
で
い
る
飼
い
鳥
や
野
鳥
を
見
つ
け
た
場

合
、
支
庁
農
務
課
、
環
境
生
活
課
、
道
酪

農
畜
産
課
に
連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
、
道
の
指
導
に
よ
り
保

健
福
祉
課
と
産
業
建
設
課
が
連
携
し
て
対

応
し
ま
す
。

　
本
町
独
自
の
行
動
計
画
策
定
の
た
め
、

関
係
各
課
で
４
月
か
ら
検
討
に
入
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
か
の
識
別
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

流
行
地
へ
の
渡
航
歴
、
家
き
ん
・
野
鳥
な

ど
と
の
接
触
状
況
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
（
タ
ミ
フ
ル
）
を
投
与
し
て
も
改
善
が

見
ら
れ
な
い
等
、
医
師
が
総
合
的
に
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
万
一
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ

る
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
保
健
福
祉

課
と
国
保
病
院
と
の
連
携
を
密
に
し
、
宗

谷
保
健
福
祉
事
務
所
（
旧
稚
内
保
健
所
）

の
指
導
を
受
け
対
応
し
ま
す
。

65

12
64

,

17

20

問 

昨
年
の
第
４
回
定
例
会
で
、
保
育
所
と
幼
児
ク

ラ
ブ
の
一
元
化
条
例
を
検
討
す
る
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
、
ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で
い
ま
す

か
。
一
元
化
に
よ
り
、
こ
ど
も
館
の
運
営
コ
ス
ト

は
ど
の
程
度
下
が
る
見
通
し
で
す
か
。 

　
ま
た
、
昨
年
の
第
１
回
定
例
会
で
、
平
成
　
年

度
か
ら
保
育
所
民
営
化
の
可
能
性
を
検
討
す
る
と

答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
重
要
事
項
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
政
執
行
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
で
す
か
。 

　
平
成
　
年
度
入
園
者
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。
も
し
、
入
園
者
が
減
っ
て
い
れ
ば
、
赤

字
解
消
の
た
め
保
育
料
を
一
元
化
し
、
職
員
体
制

も
見
直
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

答 

こ
れ
ま
で
に
東
川
町
や
下
川
町
の
資
料
収

集
を
行
い
、
昨
年
５
月
に
立
ち
上
げ
た
「
こ

ど
も
館
行
財
政
改
革
検
討
会
議
」
で
の
検
討

を
終
え
た
段
階
で
す
。
今
後
は
、
外
部
の
部

局
を
加
え
た
全
体
組
織
を
つ
く
り
、
今
後
、

一
年
間
か
け
て
調
査
・
協
議
を
し
な
が
ら
一

元
化
を
検
討
し
ま
す
。

　
一
元
化
に
よ
る
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
は
、

職
員
数
の
削
減
と
給
食
部
門
の
外
部
委
託
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
民
営
化
は
、
長
期
的
な
課
題
で
あ
り
、
具

体
的
な
方
向
性
が
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
町
政

執
行
方
針
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
平
成
　
年
度
入
所
者
は
、
保
育
所
が
　
名

（
定
員
　
名
）
幼
児
ク
ラ
ブ
は
　
名
（
定
員

　
名
）
で
す
。
保
育
料
、
職
員
配
置
の
効
率

化
、
収
支
の
面
を
勘
案
し
、
「
私
的
契
約
児
」

と
い
う
制
度
で
両
方
の
子
ど
も
た
ち
を
合
同

保
育
で
き
な
い
か
検
討
中
で
す
。

1845

39

30

17

18

20
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　　環境にやさしい循環農業推進の具体策は？ 
　住まいと畑を無償提供し、移住者を定住者に 
町民一人当り負債額、バランスシートで解明を！ 

問 

町
政
執
行
方
針
「
自
然
と
共
生

す
る
地
域
づ
く
り
」
に
掲
げ
ら
れ

た
「
町
民
が
体
験
で
き
る
森
づ
く

り
や
森
林
の
大
切
さ
の
啓
発
」
を

ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。 

答 
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

を
体
験
の
森
と
位
置
付
け
、
町
民
植

樹
祭
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
化
推
進
委
員
会
が
進
め

る
緑
の
羽
根
募
金
活
動
を
通
じ
、
森

林
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
町
民
記
念
植
樹
事
業
、
緑
の
募

金
緑
化
活
動
支
援
事
業
等
を
実
施
し

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
卒
業
記
念
の

植
樹
で
啓
発
す
る
ほ
か
、
町
民
に

は
、
広
報
誌
で
森
林
の
大
切
さ
を
周

知
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

町
政
執
行
方
針
「
自
然
と
共

生
す
る
地
域
づ
く
り
」
に
掲
げ

ら
れ
た
「
農
業
経
営
支
援
シ
ス

テ
ム
の
確
立
」
の
具
体
策
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。 

答 

農
業
経
営
支
援
シ
ス
テ
ム
の

具
体
策
は
、
集
落
（
農
家
）
と

関
係
機
関
で
構
成
す
る
推
進
協

議
会
で
検
討
中
で
す
。

　
現
在
、
良
質
粗
飼
料
の
確
保

等
の
た
め
、
機
械
投
資
の
軽
減

や
労
働
力
不
足
を
補
う
簡
易
コ

ン
ト
ラ
（
農
作
業
の
外
部
委
託

に
よ
る
肥
料
散
布
、
堆
肥
処
理

作
業
、
粗
飼
料
収
穫
作
業
）
導

入
に
向
け
た
農
家
の
意
向
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て

い
き
ま
す
。

問 

町
政
執
行
方
針
「
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
」

に
掲
げ
ら
れ
た
「
循
環
型
農
業
推
進
」
の
具
体
策
を
伺

い
ま
す
。 

　
町
有
の
循
環
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
家
畜
糞
尿
集
合

処
理
施
設
）
を
運
営
す
る
利
用
組
合
で
は
、
約
６
５
０

万
円
の
負
債
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

　
利
用
組
合
は
、
現
在
、
　
戸
の
組
合
員
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
離
農
で
来
年
度
は
　
戸
に
な
り
、
一
戸

当
た
り
の
負
担
が
増
大
し
集
合
処
理
か
ら
撤
退
す
る
農

家
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
、
具
体
的

な
支
援
を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。 

答 

循
環
型
農
業
実
現
の
た
め
、
堆
肥
等
の
有
機
物
を
利
用
し

た
土
づ
く
り
や
糞
尿
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
、
個
別
完
結
型

施
設
、
集
合
処
理
型
施
設
の
導
入
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
個
別
完
結
型
は
、
堆
肥
舎
整
備
の
た
め
の
リ
ー
ス
事
業
期
間

が
延
長
さ
れ
た
の
で
、
今
後
も
希
望
農
家
に
対
し
整
備
を
進
め

ま
す
。

　
シ
ー
ト
で
覆
う
簡
易
な
方
法
で
糞
尿
処
理
を
行
う
農
家
に

は
、
適
正
な
管
理
・
圃
（
ほ
）
場
へ
の
利
用
を
指
導
し
ま
す
。

　
集
合
処
理
型
の
循
環
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
　
戸
の
農

家
が
利
用
組
合
を
結
成
し
、
昨
年
４
月
か
ら
糞
尿
の
収
集
、

堆
肥
、
液
肥
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
組
合
で
は
、
今
後
、
組
合
員
以
外
の
利
用
促
進
と
準
組

合
員
制
度
や
簡
易
コ
ン
ト
ラ
の
導
入
を
検
討
し
て
お
り
、
町
も

循
環
型
農
業
推
進
の
た
め
、
町
民
利
用
や
公
共
施
設
で
堆
肥
の

有
効
利
用
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
組
合
を
構
成
す
る
農
家
の
数
が
減
り
、
一
戸
当
り
の
負

担
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
個
別
完
結
型
農
家
と
の
比
較
を
行

い
、
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

11

10

（行革）集中改革プラン 
　国（総務省）は、平成１７年３月、「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな

指針」（新地方行革指針）を示し、平成１７年度を起点とする５年間の行政改革の取り組みを

「集中改革プラン」として策定し、住民に公表するよう各自治体に求めています。

　また、公表するときは、可能な限り目標を数値化し、住民にわかりやすく説明することが求

められています。

森づくり体験を通じてこどもたち 
に環境教育を 

11
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問 

町
政
執
行
方
針
「
自
然
と
共
生
す

る
地
域
づ
く
り
」
か
ら
「
地
域
の
資

源
や
地
域
の
「
食
」
に
こ
だ
わ
る
参

加
型
、
体
験
型
観
光
へ
の
情
報
提
供
」

の
具
体
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
地
域
の
魅
力
溢
れ
る
「
食
」
に
こ

だ
わ
る
な
ら
、
資
源
の
限
ら
れ
る
山

菜
よ
り
、
「
循
環
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
「
オ
ガ
ル
」
が
連
携
し
て
、

野
菜
の
有
機
栽
培
な
ど
に
取
り
組
み
、

生
産
物
を
学
校
給
食
な
ど
に
生
か
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。 

答 
観
光
情
報
の
発
信
基
地
で
あ
る
「
道
の

駅
・
ピ
ン
ネ
シ
リ
」
を
運
営
す
る
観
光
協

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
頓
別
川
カ
ヌ

ー
体
験
、
養
蜂
園
見
学
、
砂
金
掘
体
験
、

や
ま
め
釣
り
体
験
、
か
ん
じ
き
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
参
加

型
、
体
験
型
観
光
を
町
も
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
食
」
へ
の
こ
だ
わ
り
と
し
て
、
「
オ

ガ
ル
」
（
農
業
体
験
交
流
施
設
）
や
「
ピ

ン
ネ
シ
リ
温
泉
」
が
連
携
し
、
山
菜
加
工

体
験
や
山
菜
料
理
の
提
供
な
ど
、
地
域
の

魅
力
に
繋
が
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
地
産
地
消
を
基
本
に
、
無
農
薬
野
菜
を

生
産
し
、
町
民
、
観
光
客
に
提
供
し
て
本

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

協
議
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問 

町
政
執
行
方
針
「
新
し
い
自
治
の

し
く
み
づ
く
り
」
か
ら
、
「
長
期
滞

在
型
の
移
住
体
験
事
業
」
の
具
体
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
本
町
は
、
移
住
を
促
進
す
る
道
内

市
町
村
と
し
て
道
に
登
録
さ
れ
て
い

る
中
で
は
、
一
番
北
に
位
置
し
て
お

り
、
距
離
的
な
ハ
ン
デ
を
背
負
っ
て

い
ま
す
。
有
機
野
菜
栽
培
の
体
験
や

家
庭
菜
園
な
ど
の
用
地
を
無
償
提
供

し
て
、
移
住
者
か
ら
定
住
者
（
町
民
）

に
な
っ
て
も
ら
う
政
策
を
と
れ
ま
せ

ん
か
。 

答 
北
海
道
移
住
促
進
協
議
会
と
北
海
道

が
協
働
で
実
施
す
る
「
移
住
体
験
事
業
」

に
本
町
も
参
加
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

独
自
事
業
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
受
け
入
れ
や
滞
在
中

の
世
話
を
す
る
た
め
の
地
域
支
援
組
織

を
立
ち
上
げ
、
敏
音
知
地
区
の
教
職
員

空
住
宅
な
ど
を
活
用
し
、
様
々
な
体
験

活
動
が
で
き
る
仕
組
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
住
宅
、
土
地
の
無
償
提
供
の
ほ
か
、

夏
期
間
の
み
の
定
住
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
移
住
者
を
と
り
ま
く
地
域
の
人
々

が
ど
れ
だ
け
協
力
・
支
援
を
し
て
い
け

る
か
が
、
事
業
（
成
否
の
）
鍵
だ
と
思

い
ま
す
。

問 

町
政
執
行
方
針
「
新
し
い
自
治
の
し

く
み
づ
く
り
」
か
ら
、
行
政
評
価
制
度

の
導
入
の
必
要
性
・
具
体
策
を
伺
い
ま

す
。 

　
昨
年
３
月
の
総
務
省
通
知
で
国
は
、

各
自
治
体
に
対
し
、
住
民
に
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
や
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
積
極

的
に
公
表
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

　
町
長
が
二
期
勤
め
た
間
の
財
政
の
流

れ
、
町
民
一
人
当
た
り
の
負
債
、
今
後

町
の
借
金
は
返
し
て
い
け
る
か
を
評
価

す
る
上
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
は
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

い
つ
公
表
し
ま
す
か
。 

答 

行
政
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
中
長
期

行
財
政
運
営
計
画
策
定
委
員
会
の
最
終
答

申
に
基
本
的
な
考
え
方
や
制
度
の
骨
格
な

ど
を
含
め
て
盛
り
込
ま
れ
る
も
の
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

　
答
申
を
踏
ま
え
て
、
平
成
　
年
度
か
ら

職
員
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

で
き
る
も
の
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　
導
入
の
際
は
、
重
点
的
な
事
業
な
ど
５

０
か
ら
１
０
０
程
度
を
抽
出
し
事
務
事
業

評
価
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
た
施
策

評
価
を
後
期
総
合
計
画
策
定
事
業
と
連
携

さ
せ
な
が
ら
試
行
で
き
な
い
か
検
討
し
ま

す
。
　
町
の
負
債
、
資
産
な
ど
を
比
較
で
き
る

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
早
く
町

民
に
公
表
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

バランスシートと行政コスト計算書 
　「バランスシート」は、企業会計でいう「貸借対照表」のことで、ある一定の時点で、どれくらい

の資産や負債があるか、その差引きである正味資産はいくらなのかを明らかにしたものです。

　表の左側（貸方）は、資産の部で、どのような資産を保有しているかを示しています。また、表の

右側（貸方）は、「負債の部」、「正味資産の部」で、資金をどのように集めたかを示しています。

左側で何らかの形で運用された資金は、右側で調達されているので、「資産＝負債＋正味資産」とい

う式が成り立ちます。左側と右側は金額が一致する、つまり、つり合っているので、バランスシート

と呼ばれます。バランスシートが一定時点の資産などを表しているのに対し、行政コストは、一定期

間（通常１年間）の活動状況を表しています。企業会計でいう「損益計算書」にあたるものですが、

自治体は営利を目的としていないので、「行政コスト計算書」と呼ばれます。

18

主な質疑＆答弁 

 



歳　入 

歳　出 

一般会計予算のあらまし 

交付税削減と公債費増で 
基金取り崩し帳尻合わせ 
　一般会計歳入では、国勢調査結果に
よる人口減、「赤字地方債」である臨
時財政特例債の発行減、三位一体改革
（税源移譲）の影響などを見込み地方
交付税を前年度に比べ９２９万円減額。 
　前年度同様、歳入が不足するため、
減債基金９千５３９万円を取り崩して
収支のバランスを保っています。 
　歳出では、退職職員の不補充のほか、
職員手当の見直しなどにより３千２８
１万円を減額。 
　主な増額要素としては、高規格救急
自動車導入のため南宗谷消防組合負担
金３千８７１万円、長寿園施設改修拡
張事業で２億７３９万円が計上されて
います｡ 
　公債費(借金)は、償還額が年々増加 
しており、前年度に比べ４２７万円増
の１０億４千３９４万円を計上。 
　また、公債費負担適正化計画に基づ
く減債基金への積立額１千３００万円
を計上し、財政硬直化を反映した編成
内容となっています。 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

平成18年度各会計予算を原案可決 
バランスシートなど財務情報公表を求める 
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一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
18
年

度
予
算
案
は
、
３
月
11
日
に
提
案
さ
れ
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別

委
員
会
」
（
藤
田
首
健
委
員
長
）
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

全
会
計
あ
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
53
億

３
千
９
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
１
％
の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
は
、
審
議
を
公
開
の
上
、

３
月
13
日
か
ら
翌
14
日
に
か
け
て
、
集
中

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
案
は
、
地
方
交
付
税
の
削

減
に
よ
る
歳
入
不
足
か
ら
約
９
千
５
百
万

円
の
基
金
を
取
り
崩
す
編
成
内
容
で
あ

り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
住
民
福
祉

実
現
に
向
け
、
効
率
性
と
と
も
に
、
事
業

の
集
中
・
選
択
度
を
見
極
め
る
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
へ
の
財
務
・
経
営
上
の
説

明
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
導
入
を

求
め
る
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
二
つ
の
意
見
を
付
け
、

す
べ
て
の
予
算
案
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
で
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り

了
承
さ
れ
、
新
年
度
予
算
は
成
立
し
ま
し

た
。一
般
会
計
を
中
心
に
、
予
算
案
の
概
要

と
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
答
弁
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



予算審査特別委員 
会で付された意見 

基金を大幅に取り崩しているので、歳 
入に見合った歳出の実現を。 
町の財務状況説明のため、町民にわか 
りやすいバランスシート、行政コスト 
算出表を公表すること。 

1

2

予算審査特別委員会は公開 
（テレビ中継）されました 

平成１８年度各会計予算の内訳 
（単位：万円） 

（単位：万円） 
きわだつ長寿園改修増築、高規格救急車導入 主な事業 

なかとんべつ町議会だより１５０号11



なかとんべつ町議会だより１５０号 12

所
管
事
務
調
査
報
告 

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
石

井
雄
一
委
員
長
）
は
、
２
月

日
、
遊
休
農
地
（
離
農
跡
地
）

の
利
活
用
対
策
を
調
査
。

　
そ
の
結
果
、
　
耕
作
放
棄
地

が
増
え
つ
つ
あ
り
、
耕
作
条
件

の
悪
い
農
地
・
荒
廃
地
へ
の
植

林
・
造
林
を
可
能
に
す
る
た
め
、

土
地
所
有
者
へ
の
現
況
情
報
の

提
供
、
農
業
振
興
地
域
（
整
備

計
画
）
の
見
直
し
、
　
町
と
農

協
、
関
係
団
体
が
積
極
的
に
提

携
・
協
力
し
離
農
跡
地
へ
の
新

規
参
入
の
し
く
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
べ
き
と
報
告
し
ま
し
た
。

17

☆
地
方
交
付
税 

Ｑ
国
の
地
方
交
付
税
総
額
は
、

前
年
度
比
５
・
９
％
の
削
減
、

本
町
で
は
、
０
・
５
％
の
削

減
で
す
。
見
積
り
が
過
大
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
石
神

委
員
）

Ａ
人
口
、
世
帯
、
学
校
、
公

債
費
、
単
位
費
用
な
ど
の
減

額
要
素
と
税
源
移
譲
、
臨
時

財
政
対
策
債
振
り
替
え
分
な

ど
の
増
額
要
素
を
勘
案
し
算

定
し
ま
し
た
。
（
安
積
総
務

課
長
）

☆
使
用
料
・
手
数
料 

Ｑ
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
家

賃
は
、
地
域
の
実
態
か
ら
す

る
と
高
い
の
で
、
所
得
に
応

じ
た
公
平
な
負
担
に
で
き
ま

せ
ん
か
。
（
本
多
委
員
）

Ａ
建
築
費
な
ど
か
ら
勘
案
し
、

当
面
は
、
定
額
家
賃
を
続
け

ま
す
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

は
、
所
得
が
多
く
、
通
常
の

公
営
住
宅
に
入
れ
な
い
方
の

住
宅
で
す
。
所
得
を
基
準
に

家
賃
を
算
定
し
た
場
合
、
家

賃
が
高
く
な
る
世
帯
が
で
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
入
居
さ
れ
て
い
る
方
の

こ
と
も
考
慮
し
慎
重
に
対
処

し
ま
す
。
（
安
積
総
務
課
長
）

☆
町
　
債 

Ｑ
町
債
は
政
府
系
資
金
を
借

り
る
と
思
う
が
、
金
利
は
民

間
金
融
機
関
と
比
べ
て
低
い

で
す
か
。
（
石
神
委
員
）

Ａ
償
還
期
間
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
辺
地
債
で
１
・

４
％
、
過
疎
債
で
１
・
５
％
、

公
有
林
整
備
事
業
で
２
・
０

％
。
金
利
２
％
以
上
の
地
方

債
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
安
積

総
務
課
長
）

Ｑ
臨
時
財
政
対
策
債
で
財
政

の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ

て
お
り
、
総
務
省
が
自
治
体

に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成

を
求
め
る
理
由
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
つ
く
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
す
か
。
（
石
神
委
員
）

Ａ
交
付
税
削
減
の
補
て
ん
財

源
と
し
て
の
臨
時
財
政
対
策

債
は
、
借
り
な
い
の
が
一
番

よ
く
、
借
り
て
も
当
該
年
度

の
事
業
に
充
当
す
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
の
作
成
を
含
め
、

新
年
度
に
行
う
行
政
評
価
、

中
頓
別
農
業
高
校
、
敏
音
知

小
学
校
の
跡
地
利
用
、
定
住

促
進
事
業
な
ど
を
担
当
す
る

専
任
職
員
を
配
置
し
て
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
迅
速
に
対
応

し
ま
す
。
（
野
邑
町
長
）

Ｑ
経
常
収
支
比
率
が
高
く
な

る
こ
と
で
自
由
に
使
え
る
財

源
の
範
囲
が
狭
ま
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

（
山
本
委
員
）

Ａ
経
常
収
支
比
率
が
低
け
れ

ば
自
由
に
使
え
る
お
金
が
多

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
方

交
付
税
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、
通
常
経
費
は
減
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
常
収

支
比
率
を
下
げ
る
た
め
に
町

税
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

く
、
人
件
費
や
公
債
費
の
削

減
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
野
邑
町
長
）

Ａ
編
集
委
員
会
は
、
ま
だ
設

置
し
て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に

設
置
し
ま
す
。

　
予
算
決
算
資
料
は
、
町
民

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
補
正
予
算
の
情
報
は
、
今

後
、
町
の
広
報
に
掲
載
し
ま

す
。
（
安
積
総
務
課
長
）

Ｑ
国
民
保
護
計
画
の
策
定
費

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
の
に
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
ど
、

身
近
な
生
活
に
か
か
わ
る
生

活
安
全
条
例
関
連
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
で
す
か
。
（
柳
澤
委
員
）

Ａ
今
の
と
こ
ろ
予
算
措
置
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
条

例
趣
旨
に
照
ら
し
て
必
要
な

も
の
が
出
て
く
れ
ば
計
上
し

ま
す
。
（
安
積
総
務
課
長
）

Ｑ
大
崎
上
島
町
と
の
交
流
事

に
つ
い
て
、
訪
問
希
望
者
が

予
定
枠
に
達
し
な
い
状
況
で

こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
し
て

い
き
ま
す
か
。
（
本
多
委

員
）

Ａ
現
段
階
で
や
め
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
新
年
度
予
算
執
行
時
ま
で

に
、
実
施
方
法
、
内
容
を

検
討
し
ま
す
。
（
安
積
総
務

課
長
） 

Ｑ
平
成
　
年
度
に
住
基
カ

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

遊
休
農
地
活
用
の
た
め 

農
振
地
域
の
見
直
し
を 

一
般
会
計
歳
入 

一
般
会
計
歳
出 

☆
総
務
費 

Ｑ
「
広
報
な
か
と
ん
べ
つ
」

を
作
成
す
る
編
集
委
員
会
を

つ
く
り
ま
し
た
か
。

　
町
政
執
行
方
針
を
裏
付
け

る
べ
き
予
算
案
、
決
算
は
、

現
在
、
議
会
だ
よ
り
で
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
本
来
、
町

の
広
報
に
掲
載
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
柳
澤
委

員
）

17

予算審査特別委員会 

主な質疑＆答弁 主な質疑＆答弁 

所
管
事
務
調
査
と
は
、
常

任
委
員
会
が
、
町
の
仕
事

（
所
管
事
務
）
に
つ
い
て
調

べ
、
改
善
す
べ
き
こ
と
を
指

摘
し
た
り
、
政
策
の
提
案
な

ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

今
定
例
会
で
は
、
総
務
文

教
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
両
委
員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

調
査
結
果
・
意
見
を
報
告
し

ま
し
た
。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
村

山
義
明
委
員
長
）
は
、
２
月
　

日
、
環
境
基
本
計
画
・
条
例

と
、
見
直
し
中
の
老
人
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

等
を
調
査
。

　
そ
の
結
果
、
　
環
境
基
本
計

画
づ
く
り
が
停
滞
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
。
策
定
に
当
っ
て
は
、

「
一
流
の
中
頓
別
（
い
な
か
）

づ
く
り
」
の
理
念
を
取
り
入
れ

る
こ
と
。
と
く
に
水
環
境
は
重

要
で
あ
り
、
理
念
に
反
す
る
道

の
河
川
改
修
工
事
、
国
有
林
の

伐
採
計
画
な
ど
に
対
抗
で
き
る

実
効
性
あ
る
条
例
・
計
画
と
す

る
こ
と
を
提
言
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
、
老
人

保
健
計
画
、
老
人
福
祉
計
画
は
、

三
位
一
体
化
し
て
策
定
さ
れ
て

お
り
、
健
康
保
持
、
疾
病
予
防

を
起
点
に
し
て
い
る
た
め
、
各

施
策
に
数
値
目
標
を
導
入
し
、

事
業
評
価
な
ど
で
後
日
効
果
を

検
証
す
べ
き
と
報
告
し
ま
し
た
。

ー
ド
の
発
行
は
あ
り
ま
し
た

か
。
（
本
多
委
員
）

Ａ
一
枚
の
発
行
も
あ
り
ま
せ

ん
。
（
安
積
総
務
課
長
）

Ｑ
町
有
林
の
火
災
保
険
料
は

高
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
岩
田
委
員
）

Ａ
保
険
の
対
象
面
積
は
約
１

２
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ

れ
ま
で
　
％
換
算
で
掛
け
て

き
ま
し
た
が
、
掛
け
率
を
　

％
に
し
ま
し
た
。
（
安
積
総

務
課
長
）

Ｑ
「
一
流
の
中
頓
別
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金
」
に
つ
い

て
、
政
策
予
算
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
応
募
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
は
、
Ｐ
Ｒ
不
足
、
制
度

の
使
い
勝
手
が
悪
い
か
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
る
補
助
事
業
の
内
容
を

伺
い
ま
す
。
（
石
神
委
員
）

Ａ
Ｐ
Ｒ
不
足
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
補
助
要
綱
等

を
改
正
し
、
使
い
勝
手
を
良

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
の
と
こ
ろ
、
予
算
計

上
さ
れ
た
補
助
事
業
へ
の
応

募
、
問
合
せ
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
事
業
募

集
し
ま
す
。
（
安
積
総
務
課

長
）

☆
民
生
費 

Ｑ
「
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

（
社
協
委
託
）
の
配
食
見
込

み
数
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

一
食
当
り
の
利
用
者
負
担
５

０
０
円
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん

か
。
（
本
多
委
員
）

Ａ
今
年
度
は
９
０
０
食
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
一
食
あ
た

り
単
価
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
自
己
負
担
額
に
準
じ

た
も
の
で
す
。
（
竹
内
保
健

福
祉
課
参
事
）

Ｑ
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
社

協
委
託
）
は
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
世
帯
の
中
か
ら

抽
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
個
々
の
事
情
に
対
応

し
て
訪
問
対
象
を
広
げ
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
本
多
委
員
）

Ａ
訪
問
世
帯
は
、
年
一
度
社

協
、
保
健
師
な
ど
が
調
査
を

行
い
抽
出
し
て
い
ま
す
。
訪

問
対
象
世
帯
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
と
協
議
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
竹
内
保

健
福
祉
課
参
事
）

Ｑ
保
育
士
は
過
員
の
状
態
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
昨
年

の
監
査
委
員
の
定
期
監
査
の

指
摘
後
、
職
員
体
制
、
保
育

方
法
、
保
育
コ
ス
ト
は
改
善

さ
れ
ま
し
た
か
。
（
石
神
委

員
）

Ａ
現
在
、
３
歳
児
以
上
は
、

保
育
所
と
幼
児
ク
ラ
ブ
で
合

同
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
の
保
育
士
配
置
基
準
は
、

０
歳
児
３
人
に
１
人
（
現
状

０
名
）
、
１
、
２
歳
児
６
人

に
１
人
（
現
状
５
名
）
、
３

歳
児
　
人
に
一
人
（
現
状

名
）
、
４
、
５
歳
児
　
名
に

１
人
（
現
状
　
名
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
状
は
、
保
育

士
４
名
で
足
り
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
毎
年
０
歳
児
が

途
中
入
所
す
る
た
め
、
５
名

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
定
期
監
査
の
指
摘
事
項
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
改
善
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
賃
金
の
抑

制
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
こ
ど
も
館
の
運
営
は
、
平

成
　
年
度
か
ら
の
累
積
赤
字

が
１
億
５
千
万
円
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

将
来
的
に
民
営
化
を
検
討
す

る
の
は
当
然
で
す
が
、
現
状

の
中
で
も
、
コ
ス
ト
削
減
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
（
石
神
委
員
）

Ａ
方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
た

め
、
な
に
を
削
減
す
べ
き
か

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

職
員
は
、
コ
ス
ト
意
識
は
常

に
持
っ
て
い
ま
す
。
（
石
川

保
健
福
祉
課
長
）

☆
衛
生
費 

Ｑ
健
乳
が
ん
検
診
は
、
２
年

に
一
度
の
受
診
基
準
と
な
り

ま
し
た
が
、
希
望
者
は
、
毎

年
受
診
で
き
ま
す
か
。
（
本

多
委
員
）

Ａ
初
め
て
受
診
す
る
方
が
優

先
さ
れ
ま
す
が
、
予
定
枠
に

達
し
な
い
場
合
、
毎
年
申
し

込
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
住
民
周
知
を
行
い
ま
す
。

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
生
活
保
護
世
帯
だ
け
で
な

く
、
　
歳
以
上
の
高
齢
者
で

所
得
の
あ
る
方
に
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射
の
助
成

は
で
き
ま
せ
ん
か
。
（
本
多

委
員
）

Ａ
平
成
　
年
度
は
、
　
歳
以

上
の
６
７
５
名
に
案
内
を
出

し
、
３
５
３
名
が
予
防
注
射

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
現
行
以
上
の
予
防
注
射
助

成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
石
川
保
健
福
祉
課
長
）

 

 不透明な財政先行きに備えバランスシートが必要！ 

 ＰＲ不足！？一流の中頓別（いなか）づくり推進事業 

 こども館の累積赤字１億５千万円、コスト削減対策は？ 
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☆
農
林
水
産
業
費 

Ｑ
宗
谷
農
村
花
嫁
対
策
協
議

会
の
機
能
、
活
動
状
況
、
本

町
か
ら
の
参
加
状
況
を
伺
い

ま
す
。
（
山
本
委
員
）

Ａ
宗
谷
管
内
１
市
５
町
村
で

協
議
会
を
構
成
し
、
年
１
回

本
州
か
ら
女
性
を
招
き
交
流

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

町
か
ら
、
毎
年
１
、
２
名
の

農
業
後
継
者
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
（
竹
内
農
業
委
員
会

事
務
局
長
） 

Ｑ
町
営
牧
場
の
管
理
は
、
現

在
委
託
方
式
で
す
が
、
民
間

活
力
を
生
か
し
、
早
急
に
指

定
管
理
者
制
度
に
改
め
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
柳
澤
委
員
）

Ａ
利
用
料
に
よ
る
独
立
採
算

方
式
で
運
営
さ
せ
る
方
向

で
、
指
定
管
理
者
制
度
（
公

の
施
設
）
が
よ
い
か
、
普
通

財
産
と
し
て
土
地
・
建
物
を

貸
し
付
け
る
の
が
よ
い
か
、

平
成
　
年
度
中
に
検
討
し
ま

す
。
（
柴
田
産
業
建
設
課
参

事
）

Ｑ
有
害
鳥
獣
駆
除
で
、
猟
友

会
、
猟
友
会
に
入
ら
な
い
狩

猟
免
許
者
と
町
と
の
協
議
で

駆
除
の
実
効
性
は
あ
が
っ
て

い
ま
す
か
。
（
石
井
委
員
）

18

Ａ
平
成
　
年
度
は
、
両
者
に

有
害
鳥
獣
駆
除
の
委
託
を
受

け
て
も
ら
い
、
駆
除
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
鹿
の
被
害
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
実
行
性

が
あ
が
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

（
柴
田
産
業
建
設
課
参
事
） 

☆
土
木
費 

Ｑ
道
の
事
業
で
あ
る
頓
別
川

河
川
改
修
事
業
で
整
備
計
画

が
で
き
な
い
う
ち
に
事
業
が

実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
事
業
実
施
の
た
め
に
は
、

町
長
の
承
諾
が
必
要
な
は
ず

で
す
。
「
一
流
の
中
頓
別
づ

く
り
」
の
理
念
に
反
す
る
堤

防
の
嵩
上
げ
、
河
畔
林
伐
採

な
ど
に
町
の
河
川
改
修
検
討

委
員
（
７
名
）
が
異
論
を
述

べ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
対

処
さ
れ
ま
す
か
。
（
石
神
委

員
）

Ａ
土
木
現
業
所
が
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
、
正
式
な

返
事
を
待
っ
て
対
応
し
ま
す
。

（
安
積
総
務
課
長
）

Ａ
第
６
期
総
合
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
町
民
の
多
く

が
町
の
誇
り
と
し
て
自
然
環

境
の
豊
か
さ
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
町
民
が
納
得
し
な
い
河

川
改
修
は
承
諾
し
な
い
決
意

で
す
。
（
野
邑
町
長
）

☆
公
債
費 

Ｑ
公
債
費
利
子
で
、
高
金
利

（
３
、
４
％
以
上
）
の
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
起
債
制
限

比
率
、
財
政
力
指
数
等
が
全

国
平
均
を
超
え
、
あ
る
い
は
、

下
回
る
場
合
、
総
務
省
が
指

導
す
る
低
金
利
債
へ
の
借
り

換
え
、
繰
上
償
還
な
ど
が
で

き
ま
せ
ん
か
。
民
間
資
金

は
、
２
％
台
な
の
で
借
り
替

え
て
平
準
化
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
（
石
神
委
員
）

Ａ
借
換
え
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。
（
安
積
総
務
課
長
） 

Ａ
縁
故
債
な
ど
高
利
率
の
も

の
は
、
４
、
５
年
前
に
繰
上

償
還
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
可
能
な
も
の
は
、
同
様

の
措
置
を
行
い
ま
す
。
低
利

の
民
間
資
金
で
借
り
換
え
（
書

き
換
え
）
が
で
き
る
か
調
査

し
ま
す
。
（
野
邑
町
長
） 

Ｑ
公
債
費
負
担
率
が
、
警
戒

ラ
イ
ン
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
ど
う
さ
れ

ま
す
か
。
（
山
本
委
員
）

Ａ
毎
年
度
の
償
還
元
金
を
下

回
る
借
り
入
れ
に
と
ど
め
、

計
画
的
に
償
還
額
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
事
業
の
重
点
化

を
図
り
ま
す
。（
野
邑
町
長
）

☆
知
的
障
害
者
福
祉
事

　
業
特
別
会
計 

Ｑ
昨
年
の
第
４
回
定
例
会
で

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
を
検

討
す
る
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
か
。
（
星
川
委
員
）

Ａ
平
成
　
年
度
と
同
額
賃
金

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

待
遇
改
善
は
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
（
千
葉
天
北
厚
生
園
長
）

Ａ
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

は
、
天
北
厚
生
園
だ
け
で
は

な
く
役
場
全
体
の
問
題
な
の

で
平
成
　
年
度
中
に
見
直
し

検
討
し
ま
す
。
（
安
積
総
務

課
長
）

☆
介
護
保
険
事
業
特
別

　
会
計 

Ｑ
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で

施
設
入
所
者
の
自
己
負
担
額

が
増
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
（
本
多
委
員
）

Ａ
施
設
入
所
者
の
自
己
負
担

額
に
は
上
限
額
が
あ
り
、
そ

れ
を
超
え
た
分
は
、
所
得
区

分
に
よ
り
ま
す
が
、
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
含
む
）
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
竹
内

保
健
福
祉
課
参
事
）
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会
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議会はこう見る 

新年度予 
算の視点 
論点 

　
昨
年
秋
に
全
戸
配
付
さ
れ

た
町
の
決
算
書
（
「
町
の
家

計
簿
」
）
に
よ
る
と
、
平
成

　
年
度
末
で
本
町
は
、
約
　

億
円
の
借
金
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額

が
約
　
億
円
で
す
か
ら
、
ほ

ぼ
２
倍
の
借
金
を
抱
え
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
借
金
が
あ
っ
て

も
、
一
般
会
計
の
収
支
は
赤

字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
貯
金
は
さ
て
お
き
、
例
え

ば
、
家
族
４
人
・
年
収
５
百

万
円
の
家
庭
が
１
千
万
円
の

借
金
を
抱
え
て
生
活
し
て
黒

字
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
常
識

と
矛
盾
す
る
気
が
し
ま
す
。

　
な
ぜ
、
借
金
が
こ
ん
な
に

多
く
て
も
赤
字
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
町
の
決
算
・
予
算
書
を
ご

覧
に
な
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、

い
ま
の
国
、
自
治
体
会
計
で

は
、
借
金
は
収
入
と
扱
わ
れ

る
か
ら
で
す
。
地
方
債
（
借

金
）
を
起
こ
せ
ば
、
そ
の
年

度
の
歳
入
は
、
増
え
る
仕
組

に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
年
度
、

そ
の
借
金
を
実
際
に
現
金
で

返
済
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で

は
、
会
計
的
に
借
金
と
認
識

で
き
な
い
か
ら
で
す
。

 

単
式
簿
記
の
問
題
点 

　
会
計
の
帳
簿
に
は
、
単
式

簿
記
（
現
金
主
義
）
と
複
式

簿
記
（
発
生
主
義
）
が
あ

り
、
国
も
自
治
体
も
単
式
簿

記
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
の
移
動
の
時
点
で
収

支
を
認
識
す
る
た
め
、
先
ほ

ど
の
地
方
債
の
よ
う
に
、
将

来
返
済
が
必
要
で
も
、
実
際

に
お
金
を
返
し
始
め
る
ま
で

は
借
金
と
し
て
計
上
さ
れ
な

い
の
が
問
題
で
す
。
い
わ
ば
、

昔
の
商
家
の
大
福
帳
的
な
帳

簿
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
複
式
簿
記
で
は
、
現
金
の

移
動
を
伴
わ
な
い
費
用
に
計

上
さ
れ
る
減
価
償
却
（
建

物
・
機
械
な
ど
の
固
定
資
産

等
）
や
退
職
金
の
引
当
な
ど

も
計
上
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

単
式
簿
記
で
は
、
建
物
な
ど

は
、
建
設
さ
れ
代
金
を
支
払

っ
た
と
き
に
全
額
が
認
識
さ

れ
、
施
設
が
古
く
な
り
将
来

建
替
え
る
た
め
の
資
金
の
用

意
は
計
上
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
一
年
の
現
金
収

支
の
帳
尻
は
算
定
で
き
て

も
、
取
得
し
た
資
産
や
借
金

を
そ
の
原
因
が
発
生
し
た
時

点
で
認
識
で
き
な
い
た
め
、

実
際
の
資
産
と
負
債
が
い
く

ら
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
経
済
が
右
肩
上
が
り
で
、

借
金
の
支
払
を
後
年
度
任
せ

に
で
き
た
現
金
主
義
の
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
治
体
破

産
も
視
野
に
入
れ
、
資
産
と

借
金
、
コ
ス
ト
計
算
を
行
っ

て
、
町
の
財
務
を
し
っ
か
り

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸

借
対
照
表
）
は
不
可
欠 

　
会
社
や
商
売
を
営
ん
で
い

る
方
は
、
よ
く
ご
存
知
だ
と

思
い
ま
す
が
、
財
務
状
況
を

説
明
す
る
た
め
に
、
左
に
資

産
を
「
借
方
」
と
し
、
右
に

負
債
を
「
貸
方
」
と
し
て
作

成
す
る
の
が
「
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
」
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
あ

る
一
定
時
点
の
資
産
、
負
債
、

資
本
の
現
在
高
を
記
載
し
た

計
算
書
の
こ
と
で
す
。
貸
借

を
左
右
対
照
に
表
現
し
て
い

る
の
で
、
「
貸
借
対
照
表
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
、
主
に
経
営
状
況
を
明
ら

か
に
し
、
債
務
（
借
金
）
の

弁
済
能
力
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
特
定
の
事
業
で
収
益
を

あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
な
い
自
治
体
と
で
は
、
根

本
的
に
発
想
が
異
な
り
ま

す
が
、
近
年
、
国
の
指
導
も

あ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

（
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な

い
一
年
間
の
コ
ス
ト
。
企
業

の
「
損
益
計
算
書
」
）
を
導

入
す
る
市
町
村
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
国
が
指
導
し
て
い
る
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
、
「
総
務
省

方
式
」
と
呼
ば
れ
、
毎
年
各

自
治
体
が
作
成
す
る
「
決
算

統
計
（
カ
ー
ド
）
」
や
財
産

台
帳
を
用
い
る
よ
う
一
定
の

ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
総
務
省
で
は
、
平
成
　
年

作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
手
引
書
）

を
示
し
、
昨
年
６
月
に
は
、

全
国
の
自
治
体
に
対
し
、
普

通
会
計
及
び
各
会
計
を
連
結

し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作

成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
通
知
し
て
い
ま
す
。

負
債
は
「
将
来
の
税
金
」 

　
こ
れ
ま
で
作
成
さ
れ
た
自

治
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
、

も
っ
と
も
分
り
や
す
い
の
は
、

福
岡
県
・
旧
福
間
（
ふ
く
ま
）

町
の
「
会
計
報
告
書
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
間
町
は
、
昨
年
１
月
に

合
併
で
新
町
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
計
報
告
書
を
作
成
し

た
公
認
会
計
士
の
吉
田
寛
さ

ん
は
、
著
作
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
町
政
を
運
営
す
る
上
で

は
、
当
該
年
度
の
収
入
で
そ

の
年
度
の
費
用
を
賄
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
収
や

手
数
料
だ
け
で
町
を
運
営
す

る
費
用
を
賄
え
な
い
な
ら
ば
、

将
来
返
す
約
束
を
し
て
資
金

を
調
達
し
ま
す
。
こ
れ
が
『
将

来
の
税
金
』
で
す
」

　
「
将
来
の
税
金
は
、
一
度

も
そ
の
負
担
を
す
る
こ
と
に

賛
成
し
て
い
な
い
世
代
に
支

払
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
将
来
の
税
金
が
小
さ
け

れ
ば
巧
み
な
財
政
運
営
を
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
、
大
き

け
れ
ば
稚
拙
な
財
政
運
営
を

し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
」

（
「
住
民
の
た
め
の
自
治
体

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
学
陽
書

房
・
吉
田
寛
著
）

　
福
間
町
の
会
計
報
告
書
は
、

財
務
報
告
に
あ
り
が
ち
な
難

解
な
言
葉
を
捨
て
、
す
べ
て

の
町
民
に
語
り
か
け
る
よ
う

に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
当
た
り
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
に
は
、
資
産
、

負
債
、
「
将
来
の
税
金
」
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
度
時
点
で
、
負

債
に
計
上
さ
れ
た
将
来
の
税

金
は
、
町
民
一
人
当
た
り
２

万
９
５
８
円
。
こ
の
額
を
福

間
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
の
が
気

に
か
か
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
福
間
町
が
そ
う
し
た
よ
う

に
、
本
町
も
早
急
に
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
現
在

と
将
来
の
町
民
に
対
し
、
財

務
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ

き
時
に
き
て
い
ま
す
。

借
金
が
多
く
て
も 

 

町
財
政
は
な
ぜ
黒
字
？ 

43

16

85

12

12
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右
肩
上
が
り
の
経
済
が
終
わ
り
、
景
気
の
低
迷

と
過
大
な
公
共
事
業
で
国
は
８
０
０
兆
円
を
超
え

る
借
金
を
抱
え
て
お
り
、
地
方
も
ま
た
同
じ
状
況

で
す
。

　
わ
が
町
役
場
も
、
懸
命
に
日
常
業
務
の
見
直
し

や
職
員
給
与
削
減
な
ど
の
行
革
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
身
軽
で
柔
軟
な
組
織
運
営
が
で

き
る
よ
う
民
営
化
や
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
、
町
に
対
し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
導
入
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
私
た
ち
議
員
が
町
民
に

対
し
て
わ
か
り
や
す
く
財
政
状
況
を
説
明
し
て
い

く
上
で
も
必
要
不
可
欠
な
会
計
の
仕
組
で
す
。

　
ま
も
な
く
自
治
体
経
営
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

判
断
さ
れ
、
借
金
（
起
債
）
の
可
否
も
そ
の
内
容

で
決
め
ら
れ
る
時
代
が
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
通
し
て
町
の
財
務

情
報
を
早
く
町
民
に
公
表
す
る
よ
う
求
め
た
の
は

こ
の
た
め
で
す
。

　
町
づ
く
り
が
住
民
と
の
協
働
作
業
な
ら
、
行
政

も
議
会
も
す
べ
て
の
情
報
を
積
極
的
に
公
開
す
る

こ
と
が
前
提
で
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、
町
民
へ
の
情
報
公
開
の

か
け
は
し
と
な
り
、
政
策
提
言
の
一
助
と
な
る
よ

う
願
い
、
記
念
号
に
寄
せ
る
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、
本
町
も
そ
の

規
模
に
見
合
っ
た
自
治
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
自
治
を
構
成
す
る
仕
組
の
一

部
と
し
て
、
自
ら
定
数
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
代
、
　
名
を
数
え
た
議
員
数
は
、
い
ま

や
　
名
。
次
の
一
般
選
挙
か
ら
は
８
名
と
な
り
、
往

時
を
偲
ぶ
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
一
方
で
、
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
る
た

び
、
議
会
の
権
能
は
強
化
さ
れ
、
中
で
も
、
行
政
を

監
視
す
る
機
能
は
、
最
も
重
要
な
仕
事
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
議
会
に
は
、
こ
う
し
た
機
能
の
強
化

に
加
え
、
行
政
の
提
案
す
る
政
策
に
対
し
「
賛

成
」
、
「
反
対
」
の
二
分
論
だ
け
で
な
く
、
町
民
の

声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
政
策
形
成
能
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

30

22

10

創刊から38年　 
　議会と住民を結ぶかけはしに 

１
号 

議
場
で
小
学
六
年
生
傍
聴 

３
号 

変
わ
ら
ぬ
鍾
乳
洞 

　
昭
和
　
年
（
　
年
）
　
月
１
日
、
「
議

会
時
報
」
と
し
て
創
刊
。

　
「
民
主
的
な
社
会
と
は
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
物
事
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
成
立

要
件
と
す
る
社
会
で
あ
る
」
（
谷
口
雅
二

第
６
代
議
長
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
か
ら
）

　
昭
和
　
年
（
　
年
）
５
月
１
日
、
第
３

号
。
「
こ
の
た
び
、
こ
の
広
報
の
内
容
の

充
実
を
一
層
図
る
た
め
、
議
員
七
名
を
委

員
と
す
る
議
会
広
報
編
集
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
広
報
の
表

題
を
、
親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く

し
て
、
『
議
会
だ
よ
り
』
に
改
正
い
た
し

ま
し
た
」
（
巻
頭
記
事
か
ら
）

43

68

10

44

69
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獣医師でもある安藤さんは、野生動物、自然環 
境への造詣（ぞうけい）も深く 

　水資源を汚染された地域の末路は悲惨だ。 
　命の根源である水が自給できなければ、人も
動物も生きることができない。 
　後日、議員本人から聞いたところでは、住民
の生存権と安全保障を揺るぎないものにするた
め、青森県田子町や静岡県函南町など、地方の
町村で「水道水源保護条例」を制定するところ
が急増しているという。 
　この定例会では、「豊かな環境づくり寄附条
例」も制定されたが、住民の理解のもと、水源
保護にその使途を重点化し、国有林取得を現実
のものとしてほしい。 
　同じ在所のよしみではなく、最年長の議員は、
町の足元をしっかりと見据えた質問をした。 
　質問の後半は、物足りなさもあったが、議会
のレゾンデートル（存在意義）を示した問いか
けであった。 
安藤綱（あんどう・こう／酪農家・藤井在住） 

　３月11日の一般質問を傍聴した。 
　事前に「議会だより」の臨時号が配られ、一般質
問の中味を知り、議場に足を運ぶ気になった。 
　最初に質問に立った岩田議員は、水源地を取り囲
む国有林を町が取得し、将来にわたり、かけがえの
ない水環境と町民の生命を守るべきと主張した。 
　背景には、数年前、平賀内川上流部の国有林が伐
採されかかったとき、危機感を抱いた議員や町長
が、伐採中止を申し入れ、かろうじて水源が守られ
た経緯がある。 
　岩田議員は、平成13年当時も同じ一般質問をし、
町は検討を約束したと言う。 
　その後、町は、総合計画で「一流の、中頓別（い
なか）づくり」を理念に掲げ、環境重視の施策を行
ってきた。 
　しかし、町の憲法と言われる「自治基本条例」は
おろか、政策分野ごとの「環境基本条例」も持ち合
わせていない。 
　岩田議員は、約３百ヘクタールとも推定される国
有林を町が買い上げ、環境分野の個別条例として
「水道水源保護条例」を早急に制定すべきと訴え
た。 
　国有林の取得には、確かに大きな財政負担を伴う
が、今日的に「水」は、金銭に換算できないほど貴
重な財産である。 
　最近のニュースでは、工業化の道を突き進む中国
で環境化学物質による深刻な汚染の実態が明らかに
なった。 
　吉林省の化学工場の爆発事故で大量のベンゼンが
流出。松花江を経て、隣国、ロシア・アムール川の
水環境を脅かし、海に拡散した汚染が、わが国にま
で達しょうとしている。⇒ 

 

150号記念特集・傍聴者の声 

　
昭
和
　
年
（
　
年
）
２
月
、
第
　
号
。

　
「
今
冬
は
、
例
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、
何
台
も
の
機
械
が
フ
ル
回
転
し
連

日
の
除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
除
排

雪
作
業
は
冬
期
間
の
生
活
確
保
に
か
か
せ

な
い
も
の
だ
け
に
、
機
動
力
を
発
揮
し
た

除
排
雪
作
業
に
住
民
の
寄
せ
る
期
待
は
大

き
い
」
（
表
紙
写
真
説
明
文
か
ら
）

　
平
成
６
年
（
　
年
）
２
月
、
第
１
０
０

号
。
「
こ
の
二
十
数
年
間
継
続
し
発
行
さ

れ
て
き
た
意
義
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ

る
と
思
い
、
歴
代
議
会
広
報
誌
を
担
当
さ

れ
た
議
員
、
職
員
の
皆
様
の
た
ゆ
み
な
い

ご
努
力
に
深
い
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ

ま
す
」
（
編
集
後
記
「
１
０
０
号
の
発
刊

に
あ
た
っ
て
」
か
ら
）
　

57

82

50

　
５
０
号 

大
雪
と
格
闘
中 

　
１
０
０
号 

健
康
づ
く
り
講
座 

94



なかとんべつ町議会だより１５０号 18

　
先
ご
ろ
、
議
会
の
広
報
編

集
特
別
委
員
会
か
ら
、
議
会

だ
よ
り
１
５
０
号
記
念
特
集

へ
の
寄
稿
依
頼
を
受
け
光
栄

に
存
じ
ま
す
。

　
本
町
に
在
住
す
る
最
も
古

い
議
長
経
験
者
と
し
て
、
在

任
中
の
出
来
事
や
思
い
出
を

気
の
向
く
ま
ま
拙
文
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
　
年
、
　
歳

の
若
輩
で
初
当
選
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
浅
水
辰
蔵
さ

ん
と
野
邑
清
美
さ
ん
の
激
し

い
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
と

き
で
す
。

　
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
な

が
ら
、
議
長
に
ご
選
任
い
た

だ
い
た
の
は
、
７
期
目
任
期

中
の
と
き
で
し
た
。

　
故
・
柳
澤
福
寿
議
長
の
後

任
と
し
て
、
昭
和
　
年
５
月

か
ら
　
年
４
月
ま
で
の
２
年

間
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
議
員
在
任
中
、
町
を
二
分

す
る
町
長
選
挙
が
３
回
ほ
ど

あ
り
、
議
長
選
挙
で
も
得
票

が
同
数
と
な
っ
て
、
く
じ
で

２
年
交
代
の
任
期
を
決
め
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

績
を
残
さ
れ
た
野
邑
さ
ん
、

朝
日
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
谷
野
さ

ん
、
山
上
さ
ん
の
在
任
中
の

ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
議
長
任
期
中
は
、
中
頓

別
農
業
高
校
の
道
立
移
管
や

農
村
電
話
の
自
動
化
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
発
足
、
町

民
セ
ン
タ
ー
完
成
、
町
制
施

行
三
十
年
記
念
式
典
、
乳
牛

数
が
人
口
を
上
回
る
４
　
３

７
５
頭
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す

。

の
は
、
電
話
の
自
動
化
（
ダ

イ
ヤ
ル
直
通
化
）
で
す
。

　
い
ち
早
く
、
昭
和
　
年
に

市
街
地
は
自
動
化
さ
れ
ま
し

た
が
、
電
話
局
を
中
心
に
５

キ
ロ
以
上
は
対
象
外
。
自
動

化
の
工
事
費
は
、
全
額
町
負

担
で
し
た
が
、
全
町
自
動
化

の
実
現
運
動
が
行
わ
れ
、
当

時
の
朝
日
町
長
は
、
素
早
く

行
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
初
工
事
費
は
、
最
低
で

も
５
千
万
円
と
見
込
ま
れ
ま

し
た
が
、
町
に
は
そ
ん
な
お

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
農
家
に
も
お
金
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
つ
な
が
る

の
に
時
間
が
か
か
る
農
村
電

話
で
は
、
病
気
や
乳
牛
の
事

故
な
ど
、
万
一
の
と
き
素
早

く
連
絡
が
と
れ
ず
不
便
な
た

め
、
ダ
イ
ヤ
ル
直
通
化
の
必

要
性
は
増
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
度
目
の
要
請
で
２
千
５

０
０
万
円
と
提
示
さ
れ
た
と

き
、
朝
日
町
長
は
、
農
協
か

ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
を
決

意
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
昭
和
　
年
　
月
　
日
、
電

話
局
長
が
工
事
計
算
書
を
持

っ
て
き
ま
し
た
。

　
金
額
欄
に
は
、
一
桁
違
い

の
２
５
０
万
円
と
記
さ
れ
て

あ
り
、
早
速
、
町
長
に
電
話

で
報
告
し
ま
し
た
。
借
金
せ

ず
に
済
む
と
喜
ん
だ
町
長
の

顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
５
千
万
円
が
２
千
５
０
０

万
円
に
な
り
、
最
後
に
２
５

０
万
円
。
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
出
来
事
で
し
た
。

　
当
時
の
電
話
局
長
が
同
級

生
の
吉
田
く
ん
と
は
言
え
、

電
信
電
話
公
社
の
配
慮
に
い

ま
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
話
は
前
後
し
ま
す
が
、
昭

和
　
年
、
森
永
乳
業
の
誘
致

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
乳
価
が
　
円
以
上
高
く
な

り
、
農
家
は
喜
び
ま
し
た
。

　
当
時
、
牛
乳
は
す
べ
て
浜

頓
別
町
の
雪
印
乳
業
に
出
荷

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
雪
印
と
森
永
と
の
集
乳
合

戦
に
な
り
、
農
家
の
対
立
も

あ
り
ま
し
た
が
、
宗
谷
管
内

へ
の
森
永
進
出
は
、
道
内
で

も
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
の
警
察
署
の
枝

幸
町
移
転
は
残
念
で
し
た
が
、

直
後
に
老
人
ホ
ー
ム
（
長
寿

園
）
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、

町
民
は
安
堵
し
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
、
四
つ
葉
乳
業

が
浜
頓
別
町
に
進
出
し
、
森

永
乳
業
は
創
業
以
来
　
年
で

撤
退
。
い
ま
は
、
天
北
地
区

か
ら
森
永
、
雪
印
乳
業
の
両

雄
が
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。

　
全
町
あ
げ
て
存
続
運
動
を

行
っ
た
天
北
線
も
平
成
元
年
、

開
通
以
来
　
年
で
廃
止
さ
れ

た
の
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

で
、
振
り
返
れ
ば
、
嬉
し
か

っ
た
こ
と
、
胸
の
痛
い
こ
と

、
双
方
が
入
り
混
じ
っ
た
議

員
生
活
で
し
た
。

　
議
長
就
任
当
時
の
議
員
定

数
は
　
名
。

　
本
町
で
は
、
次
の
選
挙
か

ら
議
員
定
数
を
８
名
に
す
る

こ
と
を
先
般
の
「
議
会
だ
よ

り
」
で
知
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
住
民
の
代
弁
者
と

し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
反

省
す
る
か
た
わ
ら
、
「
ひ
と

け
た
議
会
」
へ
の
脱
皮
を
決

め
た
後
輩
諸
氏
の
英
断
に
敬

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
後
と
も
住
民
に
身
近
な

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に

向
け
、
広
報
編
集
特
別
委
員

の
み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
し
筆
を
置
き
ま
す
。

　
議
場
で

は
、
野
邑

清
美
、
朝

日
春
吉
、

谷
野
文
衛
、

山
上
登
さ

ん
と
、
四

代
の
町
長

と
ま
み
え

た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
今
は
、

故
人
と
な

ら
れ
、
多

大
な
ご
功

１
５
０
号
記
念
特
集 

 昭和２年生まれ。松音知在住。 

 昭和３０年５月、最年少議員として初

当選してから、平成３年４月の勇退ま

で連続９期当選。昭和５２年５月から

２年間第８代議長を務める。当時の議

会だよりを手に議長時代を振り返る。 

30

28

52

54

,

49

52

12

15

31
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49

62

32

76
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　平成１７年度議員の活動実績（定例会、臨時会、各種
委員会出席状況）と一般質問回数をお知らせします。 

議員の活動実績と一般質問回数 
（平成１７年４月～平成１８年３月） 

（注１）議員名は議席番号順（９番目が副議長、末尾が議長） 
（注２）各種委員会とは、総務文教常任委員会、産業建設常任
　　　　委員会、議会運営委員会、議会広報編集特別委員会、
　　　　決算審査特別委員会、予算審査特別委員会、行財政改
　　　　革調査研究特別委員会、中頓別農業高校施設等利活用
　　　　対策調査研究特別委員会です。 
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。 

第１回 
定例会 

古い「議会だより」を探しています！ 
「議会だより」は、昭和４３年１０月に創刊されました。

議会では、議会だよりの保存に努めてきましたが、創刊号から昭和５４年（１９

７９年）に発刊された４０号までの間に現存しないものがいくつかあります。

　古い「議会だより」をお持ちの方は、複写させていただきたく、議会事務局

（Tel  ６－２２４４）まで、ぜひご一報ください。

　第１回臨時会が４月３日招集され、平成 
１７年度一般会計補正予算（専決処分）を
承認したほか、これまでの二つの常任委員
会から全議員で構成される一つの「いき
いきふるさと常任委員会」に移行。 
　新たな委員長に全会一致で村山議員が選
出されました｡ 
■いきいきふるさと常任委員会 
　●委員長　　村　山　義　明　 
　●副委員長　石　井　雄　一　 
■可決された議案 
●専決処分の承認 
（平成１７年度中頓別町一般会計補正予算
　３月１６日専決）　　 
　利用農家数の減少や燃料費の高騰、予想
以上の維持費で今後の運営が心配される町
の循環農業支援センター（家畜糞尿集合処理
施設）に、機械修繕料など総額２０７万円を
措置する補正予算です｡ 
　この施設を利用している議員の一部は、公
正を期すため、審議に加わりませんでした。
●専決処分の承認 
（中頓別町手数料徴収条例の一部を改正する
条例　３月２７日専決） 
　「石綿による健康被害の救済に関する法
律」の適用を受け、戸籍証明を求める方から
手数料を徴収しないための条例改正です。 
●平成１８年度中頓別町一般会計補正予算　
　当初予算からもれた総務費（役場・小頓別
出張所事務委託料）４２万円を追加する補正
予算です｡ 

第１回臨時会で決まりました！ 

委員長に村山議員を選出 

常任委員会による工事現場調査 

「いきいきふるさと常任委 
員会」誕生 
 



私たちが「議会だより」を編集しています 

　「議会だよりモニター」（意見、批

評をくれる方。無報酬）若干名を募集

しています。

　また、みなさまの読後感想などをお

便りやＦＡＸ、電話などでお聞かせく

ださい。紙面づくりの参考にさせてい

ただきます。

　詳しくは、議会事務局（Tel６-2244）

まで。

議会の動き 
 

１月 
12日　議会広報編集特別委員会 
18日　宗谷町村議長会定期総会及び意　
　　　見交換会（稚内市） 
23日　行財政改革調査研究特別委員会 
 　　　議会運営委員会 
２月 
４日　「たけべ勤・ゆさ利夫・よしだ正
　　　人を囲む新春の集い」（稚内市） 
17日　行財政改革調査研究特別委員会 
　　　産業建設常任委員会 
　　　議会広報編集特別委員会 
24日　総務文教常任委員会 
　　　行財政改革調査研究特別委員会 
27日　議会運営委員会 
３月 
３日　第1回定例会招集 
　　　議会運営委員会 
９日　行財政改革調査研究特別委員会 
11日　サタデー議会（一般質問） 
12日　歌登町閉町式 
13日～14日 
　　　予算審査特別委員会・定例会終了 
30日　行財政改革調査研究特別委員会 
31日　武部勤国政２０周年感謝・激励の
　　　集い（札幌市） 
　　　議会広報編集特別委員会 
４月 
２日　道北地方林活議連連絡会総会 
３日　自治記念式 
　　　第1回臨時会 

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
１
５
０

号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
　
月
１
日
に
「
議
会
時
報
」
と
し
て

産
声
を
あ
げ
て
以
来
、
　
年
に
わ
た
り
議
会
情
報

を
町
民
に
知
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

　
創
刊
号
は
、
わ
ず
か
４
ペ
ー
ジ
な
が
ら
、
米
粒

大
の
小
さ
な
文
字
で
一
般
質
問
、
補
正
予
算
、
議

員
研
修
視
察
報
告
な
ど
が
び
っ
し
り
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。
表
紙
は
、
当
時
の
議
場
写
真
で
、
傍
聴

席
に
は
、
中
頓
別
小
学
校
６
年
生
の
児
童
た
ち
が

写
っ
て
い
ま
す
。

　
　
号
は
、
昭
和
　
年
２
月
に
発
行
さ
れ
、
全
　

ペ
ー
ジ
。
例
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
市
街

地
の
排
雪
作
業
に
追
わ
れ
る
写
真
が
表
紙
を
飾
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
６
年
２
月
発
行
の
１
０
０
号
で
は
、
Ｂ
５

版
　
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
文
字
も
少
し
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
現
・
石
神
議
長
と
宮
崎

副
議
長
が
、
一
議
員
と
し
て
一
般
質
問
の
壇
上
に

立
ち
、
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
経
営
状
況
や
ふ
る
さ

と
創
生
基
金
１
億
円
の
使
い
道
な
ど
を
質
し
て
い

ま
す
。
若
々
し
い
お
二
人
の
顔
写
真
が
、
逆
に
「

議
会
だ
よ
り
」
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　
現
在
の
よ
う
に
議
員
自
ら
編
集
作
業
に
か
か
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
３
号
か
ら
で
す
。

　
そ
の
巻
頭
に
は
、
「
議
会
広
報
編
集
委
員
会
を

設
置
し
、
標
題
を
「
議
会
時
報
」
か
ら
親
し
み
や

す
い
『
議
会
だ
よ
り
』
に
改
め
る
」
と
記
さ
れ
、

広
報
づ
く
り
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
す
。

　
１
５
０
号
で
は
、
初
心
に
戻
り
、
一
部
の
記
事

を
除
き
、
で
き
る
限
り
文
字
の
大
き
さ
を
上
げ
、

読
み
や
す
さ
を
追
求
し
て
み
ま
し
た
。

　
町
民
の
声
を
紙
面
に
反
映
す
る
た
め
、
傍
聴
に

き
て
く
だ
さ
っ
た
安
藤
さ
ん
に
寄
稿
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
議
会
と
町
へ
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
元
議
長
の
十
倉
さ
ん
か
ら
は
、
か
つ
て
の
農
村

生
活
が
ど
の
よ
う
に
近
代
化
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

当
時
の
町
政
の
裏
話
も
交
え
て
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
と
町
民
を
結
ぶ
か
け
は
し
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
三
人
で
わ
か
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
奮
闘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歴
代
諸
先
輩
の
ご
労
苦
と
町
民
の
み
な
さ
ま
の

暖
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
、
記
念
号
の
あ

と
が
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
柳
） 

43

10

38

50

57

10

記
念
号
編
集
後
記 

12

ご意見お寄せください 
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